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都
市
下
水
路
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備
事
業
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万
円

　
災
害
時
に
内
水
氾
濫
が
発
生
し
た

場
合
の
浸
水
想
定
区
域
や
、
浸
水
の

深
さ
な
ど
を
表
示
し
た
内
水
浸
水
想

定
区
域
図
を
更
新
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

　
　主

な
質
疑

質
疑
内
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
策
定

か
ら
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完
成
に

至
る
ま
で
に
か
か
る
期
間
は
。

答
弁
想
定
最
大
規
模
降
雨
※
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
内
水
浸
水

想
定
区
域
図
の
作
成
を
行
う
が
、
多
額

の
事
業
費
を
要
す
る
た
め
、
２
カ
年
に

分
割
し
て
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

　
対
象
範
囲
は
、
市
街
化
区
域
と
そ
の

周
辺
を
含
む
下
水
道
全
体
計
画
区
域
の

約
７
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
解
析
対
象
は

雨
水
流
出
量
と
な
っ
て
い
る
。

　
委
託
業
務
期
間
は
令
和
７
年
12
月
ま

で
を
予
定
し
て
お
り
、
財
源
と
し
て
は

事
業
費
の
二
分
の
一
に
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
い
る
。

　
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
ま
で
に
２

カ
年
を
要
し
、
防
災
部
局
と
協
議
し
な

が
ら
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
取

り
ま
と
め
る
ま
で
に
更
に
１
カ
年
か
か

る
た
め
、
全
部
で
３
カ
年
を
要
す
る
計

画
と
な
る
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
三
島
市
立
北
上
小
学
校
校
舎
及
び

屋
内
運
動
場
長
寿
命
化
改
修
に
伴
う

外
壁
改
修
及
び
屋
上
防
水
工
事
）

１
５
９
１
万
７
千
円

　
三
島
市
立
北
上
小
学
校
に
お
け
る

校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
長
寿
命

化
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
補
修
必
要

箇
所
が
想
定
よ
り
多
く
、
施
工
数
量

や
施
工
方
法
を
変
更
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
工
事
請
負
契

約
金
額
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
契
約
金
額
変
更
を
未
然
に
防
ぐ

手
立
て
は
あ
る
の
か
。

答
弁
改
修
工
事
に
お
い
て
契
約
金
額

変
更
を
防
ぐ
に
は
、設
計
段
階
で
建
物
の

状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
、そ
の
た
め
に
は
部
分
的
な
取
り
壊
し

な
ど
を
行
い
な
が
ら
詳
細
な
調
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
。ま
た
、外
壁
改
修
を
伴

う
場
合
は
、足
場
を
設
置
し
て
施
工
箇
所

の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、詳
細
な
調
査
を
行
う

令和７年
２月定例会

２月14日～３月18日
会期：33日間

■今回の議案は…

市長提出議案　48件
（報告案件３件を含む。）

議会提出議案　８件

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

〈議第9号〉
令和6年度三島市一般会計補正予算
（第8号）（賛成多数）
■補正予算額　
　2億 7,016 万 1,000 円

〈議第 17 号〉
工事請負契約の変更について（三島
市立北上小学校校舎及び屋内運動場
長寿命化改修に伴う外壁改修及び屋
上防水工事）（賛成多数）

〈議第 18 号〉
三島市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例
（賛成多数）

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
R6一般会計予算

を増額補正

災
害
時
の
リ
ス
ク
に
備
え
て

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ3

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

検索三島市議会

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

場
合
で
も
、
建
物
全
体
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、設
計
段
階
の

調
査
に
多
額
の
費
用
を
か
け
た
と
し
て
も

契
約
変
更
は
免
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
設
計
段
階
に
お
い
て
は
竣
工
図
面
や
建

物
の
状
況
を
可
能
な
限
り
確
認
し
な
が

ら
、設
計
数
量
の
算
定
に
努
め
て
い
く
。

〇
三
島
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
が
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、児
童
福
祉
法
に
お
い
て

新
た
に
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、内
閣
府
令
で
定

め
る
基
準
を
踏
ま
え
、市
町
村
の
条
例

で
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
今
後
施
設
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
中
、
公
立
施
設
で
の
余
裕
活
用
型
保

育
※
事
業
の
実
施
を
考
え
て
い
る
か
。

在
園
児
と
混
合
で
保
育
を
行
う

こ
と
と
な
る
た
め
、
か
く
れ
待
機
児
童

が
発
生
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
公

立
保
育
園
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で
の
受
け
入

れ
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
よ
り
も
、ま
ず

は
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
を
優

先
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、少
子
化
の

進
行
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
ニ
ー
ズ
を
充
足
さ
せ
て
い
く
た
め
、今

後
も
一
定
程
度
の
実
施
施
設
数
の
増
加
が

必
要
に
な
る
と
想
定
す
る
が
、実
施
施
設

は
保
育
園
に
限
ら
ず
、幼
稚
園
で
の
実
施

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
契約変更

安
全
な
教
育
環
境

づ
く
り
の
た
め
に

【その他歳出の主な内容】
○人事院勧告に伴う決算見込みによる人件費
	 1億 1,081万円
〇財政調整基金積立金	１億 3,998万 3千円
〇庁舎建設基金積立金	 7,045万１千円
〇退職手当基金積立金	 7,186 万 5千円
〇自立支援給付等事業	 2億 2,924万 5千円
〇児童保育事業	 2億 3,924万円
〇無線通信広報事業	 △2億 3,940万円
○予備費	 △3億 3,060万 4千円

令和6年度三島市一般会計予算補正
・各小学校施設補修整備事業
	 ７億 2,145 万 3,000 円
・各中学校施設補修整備事業
	 2億 8,498 万 6,000 円
・各中学校給食室空調設備更新整備事業
	 4,007 万 6,000 円
・予備費	 △ 382 万 9,000 円
令和７年度三島市一般会計予算補正
・新庁舎整備事業	 △ 3,150 万円
・各小学校施設補修整備事業
	 △ 4億 8,298 万 8,000 円
・各中学校施設補修整備事業
	 △ 2億 6,611 万円

※
想
定
最
大
規
模
降
雨
…
水
路
や
側
溝
の
排
水
能
力
を
大

幅
に
上
回
る
時
間
雨
量
１
５
０
ミ
リ
級
の
降
雨

※
余
裕
活
用
型
保
育
…
利
用
児
童
が
定
員
に
満
た
な
い
保
育

施
設
が
空
き
ス
ペ
ー
ス
、
保
育
士
に
よ
り
一
時
預
か
り
を

実
施
す
る
保
育

Ｐｉｃｋ ｕｐ3
条例制定

先
を
見
据
え
た対

策
を

予算審査
予算決算委員会の各分科会において、所管する分野について質疑を行い、
3月 24日開催の予算決算委員会では一般会計ほか各種会計予算案について
全会一致または賛成多数により可決されました。
各分科会における主な質疑を紹介します。

答
弁

予算審査の流れは
議会だより
２月1日号も

ご覧ください。

福祉教育分科会　　３月４・５日

生活困窮者 自立支援事業について
低廉な家賃の住居への転居において、支給されるのは初期費用のみか。また低廉な住宅は自分で探すのか。

支給される初期費用は、仲介手数料、礼金、引っ越し費用である。また、その後、最長で９か月
まで家賃補助を受けることが可能である。

　低廉な住宅については、基本的に本人が探すものであるが、困難な場合は、生活支援センターが連携
している居住支援法人の協力を得ながら探していくことも想定している。

ハッピーマリッジ事業について
婚活の事業を行っている民間団体への助成や共創の考えはあるのか。対象は三島市民だけか。委
託業者はどのように決定するのか。
民間団体への助成については予算計上していないが、多くの市民や団体と共創して進めたいと考
えている。事業の対象者については、柱となる４つの委託事業の内容によって市外の方が参加で

きるものもあると考える。委託業者については、同様の事業を実施している他自治体の状況を研究して
仕様などを検討する。
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